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◆地域の方々と共に学ぶ◆

今年は既に１７講座を開講、親子
で体験したり、国際情勢や防災、危
機管理を考えたりと、多彩なテーマ
を行い、好評を博しています。９月
以降も１７講座、準備しています。
参加をお待ちしています。

▶図書館

①電気を通すもの・通さ
ないもの ②モー飲ん
だ？おいしい牛乳 ③看
護師の仕事を体験してみ
よう ④薬剤師の仕事を
体験してみよう

▶市民公開講座

図書館は、地域の方々に開
放しています。開館日の朝
９時から夜１０時まで（た
だし、小学生は夜７時ま
で）利用ができます。
蔵書数は約８万４千冊、

座席数は約４００席、大き
い机でゆったりと読書を楽
しんで下さい。グループ研
究のための部屋、リフレッ
シュルームなども備えてい
ます。また、職場体験も受
け入れています。

❶ ❷

❸ ❹

▶高大連携教育研究会

演題
※１．理数探究における大学との連携
※２．Change, and Progress! ～変化、
そして進歩～
※３．ICTを利用した教育改善への導入
教育 ～高校教員と大学教員の協働と
ICTへの誘い～

９月２日（土）本学と教育
提携を結んでいる高校（１
９校参加）を中心とした高
校教員との交流会を行いま
した。教育研究への取組、
それぞれの教育現場での直
面している課題等を共有す
るとともに、意見・情報交

換が行われました。
当日、銚子市立高校の及

川先生※１、銚子商業高校校
⾧の宮内先生※２及び本学の
野口准教授※３からの研究発
表を受けて、活発な質疑応
答が行われ、有意義な研究
会でした。



薬学部

危機管理学部 危機管理の手法を学ぶ日本初の学部。健康、安全、安心を求める応用技術を修
得して安全で平和な社会を実現するトータルコーディネーターを育成します。

健康で平和な社会を実現する社会人・
技術者・専門家

看護学部 併設２学部と連携した教育を実施。危機管理の素養も培いながら、保健医療福祉
チームのメンバーとして、地域医療の発展に広く貢献できる人材を育成します。

医療の一端を担う
「くすり」の専門家「薬剤師」

安全・安心な生活を確保する
保健医療福祉の専門家。

◆これから本学で共に学ぶ◆
▶８月オープンキャンパス

オープンキャンパスを開催中です。本学は、国
内唯一の危機管理の素養を学び、人を助けたい
という人を育成することを目標としています。
次回は１０月１日（日）に開催します。

高度な知識と技術を備えた
薬の専門家を育成します。



▶特集「令和５年度エアラインパイロットコース合格者速報」

◆管理者の危機対処能力を共に学ぶ◆
▶就業力育成講座で模擬記者会見
危機管理学科では９月５日～
７日「就業力育成特論」の講
座を行いました。この講座は
「大型商業施設で大規模火災
が発生した」という設定で、
広報に関する危機管理演習を
行うものです。

学生は、社⾧以下の役職に
指定され、それぞれの立場
で時々刻々変化していく状
況に即して具体的な対策、
処置を検討し実施していま

した。最終日には、会社の
模擬記者会見が行われ、社
⾧役の学生が記者会見を行
いました。

参加した高校生の一人ひとりは、
志望する各学科の実態を自らの目
で、耳で確認するために全国から
銚子の地に足を運んでくれました。

写真：８月オープンキャンパス全体会の様子
各学部学科の写真は3面に掲載

６期生１２名中８名の就職会社名
日本航空（JAL） ＜2名＞
ソラシドエア ＜2名＞
ANA WINGS ＜1名＞
日本トランスオーシャン航空(JTA) ＜1名＞
エアドゥー(AIR DO) ＜1名＞
日本エアコミューター（JAC） ＜1名＞

これまでの就職会社名
日本航空 ＜6名＞
ソラシドエア ＜6名＞
ジェットスター ＜3名＞
Peach Aviation ＜3名＞
エアドゥー(AIR DO) ＜2名＞
ANA WINGS ＜1名＞
日本トランスオーシャン航空(JTA) ＜1名＞
日本エアコミューター（JAC） ＜1名＞
スカイマーク ＜1名＞
IBEX AIRLINE ＜1名＞令和3年度卒業生 川上慧さん

子供のころからの憧れだっ
たパイロットになるという
夢を、千葉科学大学でかな
えることができ、JALに就職
しました。
学内には、ボーイングのエ
ンジンやプロペラ機があり
実物に触れて学べました。
また1年生の時から、学内の
シミュレーターを使って効
率的な飛行訓練を受けられ
ました。米国と神戸の訓練
で同期と切磋琢磨しながら、
フライトしたのは良い思い
出です。


